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研究成果の概要（和文）：一点目は、各圏域の中心的空間における公共空間・低ストックの活用の動きと、市
民・事業者等により活用されている個々の場所、活動の補完関係が明らかになった。屋外やシェア空間を利用し
たプログラムと、開放性やコミュニケーションに対するニーズの高まりなどがこうした関係を後押ししたことが
示唆された。二点目は、各地域それぞれに近隣スケール、中心市街地の地区スケール、周辺地域を含む広域スケ
ールの重層的なネットワークが、各圏域の特定エリアの空間再編に影響を及ぼす一方で、創造的活動の範囲は広
域の中で相互に影響しながら一定の圏域に広がり、構築されていくことが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：The first point of the research findings is that it revealed a complementary
 relationship between the movement to utilize public space and low stock in the central spaces of 
each region and the individual places and activities being utilized by citizens, businesses, and 
others. It was suggested that programs using outdoor and shared spaces and the growing need for 
openness and communication have encouraged these relationships.
The second point of the research findings is that while the multilayered network of neighborhood 
scale, central city district scale, and wide-area scale, including surrounding areas, in each region
 influences the spatial reorganization of specific areas in each region, the scope of creative 
activities spreads and builds in a certain area while interacting within the wide-area.

研究分野： 都市計画

キーワード： 都市再生　市街地整備　地方創生　エリアリノベーション　近隣住環境　歴史的市街地

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
第一に、10万人規模の地方都市を核とした圏域における、2010年以降の10年間とコロナ禍の間に開設された場
所、活用ストック、個人や組織による活動とプログラムを包括的に把握し、歴史的市街地を中心とした都市空間
の再編に、創造的活動の連関が及ぼした影響を明らかにしたことである。第二に、スポンジ化と呼ばれる、地方
都市特有の虫喰い状の低未利用地に対し、場所の集積と活動は、個々には小規模で分散しているものの、エリア
全体では数十から約百箇所集積し、そのネットワークが新たな近隣生活圏の形成に寄与し、10年の時間軸の中で
役割を変えながら、エリア拡大や連携をもたらす推進力となっていることを解明したことである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

東日本大震災以降、地方における都市・地域の再生は、国の地方創生政策に基づく「まち・ひ

と・しごと創生総合戦略」や中心市街地活性化計画、都市再生特別措置法に基づく立地適正化計

画等、自治体を単位とした計画システムや事業手法等に規定される部分が多く、内容の均質化や

地域間連携の障壁等が課題となっていた。一方、地域の日常的な経済・社会圏域の生成を活かし

た、企業や非営利組織等による優れた実践の積み重ねとネットワーキングなどが進みつつあり、

両者のギャップを埋める、動的な計画論とプロセスの確立が求められていた。 

 

２．研究の目的 

そこで本研究では、東日本大震災が発災した 2011 年を節目とした時間軸を設定し、自治体の区

域を越えた地域の多層構造を捉え、空間変容や地域指標の変化だけでなく、個々の主体の多様な

志向や動きを認識した上で、場所の形成、集積とそれを動かしてきたガバナンスを把握し、広い

範囲における空間再編と地域創造圏の動的生成プロセスの解明と、2021 年以降の 10 年に向けて

示唆可能な計画論を構築することを目的とする。 

 

３．研究の方法 

最初に、本研究の主な目的である地域創造圏生成プロセスの分析対象地域として、広島県尾道

市を中心とする環瀬戸内海中央圏域、富山県高岡市を中心とする北陸富山湾沿岸圏域、宮城県石

巻市を中心とする三陸沿岸圏域、岐阜県中津川市を中心とする東美濃中山道沿道圏域の 4 地域

を選定した。 

次に、これら４つの圏域の中心都市と周辺地域をつなぐハブとなる歴史的市街地や街道、港湾

施設周辺のエリアを抽出し、各エリアごとの戦後以降の歴史的変容と、主に 2000 年以降の 20 年

間における場所の形成と集積、エリアリノベーションに関する活動主体とイニシアチブの形成

について分析した。また、これらの一連の場所の形成過程とエリアのマネジメントに関与した組

織と個人に対してヒアリング調査を実施し、前者との相互関係について分析した。 

2020 年以降は特に、コロナ禍前後の空間と場所の変容に関する調査を実施し、その結果の中で

特徴的な場所と活動に関係する個人を抽出し、各個人ごとのライフシフト（人生や仕事、暮らし

の選択と価値観、キャリアの変化）と場所形成、活動ネットワークの展開、場所形成を通じた地

域におけるプロジェクトと事業展開に関するヒアリング調査を実施した。 

これらの調査結果や分析結果を示した地図や小冊子等を用いて、各エリアの関係主体や研究協

力者とのディスカッションを実施し、空間再編と地域創造圏の動的生成プロセスに関する知見

を再度抽出した。 

 

４．研究成果 

上記分析により得られた知見は、以下の二点にまとめられる。 

一点目は、地域内の公共空間・低未利用ストックの活用をめぐる動きと、市民・事業者等によ

り活用されている個々の場所、活動の補完関係が、コロナ禍以降、顕著に見られたことである。

屋外空間やシェア空間を利用したプログラムと、各場所の一定のルールを持った開放性やコミ

ュニケーションに対するニーズの高まりなどがこうした関係を後押ししたことが明らかになっ

た。二点目は、各地域それぞれに近隣スケール、中心市街地・歴史的市街地の地区スケール、周



辺地域を含む広域スケールの重層的なネットワークが、中心市街地・歴史的市街地の特定エリア

の空間再編に影響を及ぼす一方で、創造的活動の範囲は広域スケールの中で相互に影響しなが

ら一定の圏域に広がりながら、構築されていくことなどが明らかになったことである。 
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